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令和 7(2025)年 3 月 24 日  

 

生 徒  

保護者 各位  

 

神戸大学附属中等教育学校     

校 長  齋 木 俊 城    

 

 

令和 6(2024)年度  学校評価について  

 

早春の候、保護者のみなさまにおかれましては、日頃より本校教育活動に御理解及び御協

力いただき、誠にありがとうございます。  

3 月 21 日(金)に配信しました、回答集計に誤りがありました。回答率算出次の分母の数

値に誤りがありました。お詫びして訂正した内容を新たに配信させていただきます。御指

摘いただきました保護者のみなさまに感謝申しあげます。  

今後とも本校教育活動への御理解及び御協力のほど、よろしくお願いいたします。  

 

記 

 

1 学校評価アンケート回答状況  

 

 

  

2024 生徒 保護者 教員 2023 生徒 保護者 教員
年度 回答数 回答率 回答数 回答率 回答数 回答率 年度 回答数 回答率 回答数 回答率 回答数 回答率

1年 106 88.3 91 75.8 4 80.0 1年 113 95.8 71 60.2 4 80.0

2年 107 90.7 78 66.1 2 40.0 2年 110 90.2 72 59.0 5 100.0
3年 122 99.2 67 54.5 3 60.0 3年 107 86.3 59 47.6 5 100.0
4年 103 88.0 64 54.7 4 80.0 4年 104 89.7 82 70.7 4 80.0
5年 110 95.7 73 63.5 4 80.0 5年 86 76.1 55 48.7 5 100.0
6年 29 25.9 38 33.9 4 80.0 6年 23 21.5 32 29.9 5 100.0

学務部 5 100.0 学務部 5 100.0
生徒部 4 80.0 生徒部 5 100.0
研究部 5 100.0 研究部 5 100.0

計 577 80.5 411 57.3 35 77.8 計 543 75.7 371 51.7 43 95.6
★ 複数回答があるため、回答率が100％を超える場合あり ★ 複数回答があるため、回答率が100％を超える場合あり

★ ｢総務担当｣は｢学務部｣に可算 ★ ｢総務担当｣は｢学務部｣に可算
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2 生徒による評価  

 

 3.0 未満は太字・斜字  

平均値(右端)より 10％以上低い場合は赤字・太字・二重下線  

平均値(右端)より 10％以上高い場合は網掛・太字  

 

☆ 昨年度との比較(例：今年度の 2 年生のポイント－昨年度の 1 年生のポイント) 

0.3 ポイント以上の上昇項目(6 年は回答が少ないため除外) 

14 回生 3 年  Q7 地震や火災などの発生時，避難方法などどうすればよいか学ぶ機会  

12 回生 5 年  Q12 学校の施設・設備が充実  

0.3 ポイント以下の下落項目(6 年は回答が少ないため除外) 

該当項目なし  

 

  

生徒による評価 1年 2年 3年 4年 5年 6年
4p
そう
思う

3p
ほぼ
そう
思う

2p
あまり
そう

思わない

1p
そう

思わない
平均

回答数 106 107 122 103 110 29 577

回答率 88.3 90.7 99.2 88.0 95.7 25.9 81.8

Q1  社会のルール・マナーを守り，毎日の生活を過ごしている。 3.5 3.6 3.5 3.7 3.7 3.8 63.1% 33.8% 2.8% 0.3% 3.60

Q2  授業には，積極的に参加している。 3.3 3.3 3.3 3.4 3.2 3.6 41.9% 48.7% 8.8% 0.5% 3.32

Q3  授業の内容や教え方を工夫している先生が多い。 3.2 3.6 3.4 3.1 3.2 3.4 39.5% 50.1% 9.5% 0.9% 3.28

Q4  グローバルな視点から考え，真理探究につながる学びの機会があ
る。

3.2 3.5 3.2 3.2 3.1 3.3 37.4% 51.1% 9.7% 1.7% 3.24

Q5  命や人権の大切さについて考え考え，学ぶ機会がある。 3.1 3.4 3.2 2.9 2.9 3.1 34.0% 45.2% 17.7% 3.1% 3.10

Q6  Kobeプロジェクト(総合的な探究(学習)の時間)は，自分にとって大切
な学びの機会である。

3.2 3.6 3.3 3.2 3.2 3.6 46.8% 41.1% 9.9% 2.3% 3.32

Q7 地震や火災などの発生時，避難方法などどうすればよいか学ぶ機会
がある。

3.1 3.3 3.3 3.4 3.2 3.4 43.5% 40.6% 14.4% 1.6% 3.26

Q8 学校行事は，自分自身が成長する機会になっている。 3.5 3.7 3.5 3.6 3.6 3.8 63.8% 30.5% 5.0% 0.7% 3.57

Q9 生徒の主体的活動(生徒会，委員会，行事実行委員会，ASTA，
FIT，部活動等)には，積極的に参加している。

3.1 3.1 3.2 3.1 3.2 3.3 44.9% 30.5% 18.5% 6.1% 3.14

Q10 先生は，的確に自分を評価してくれる。 3.0 3.5 3.2 3.3 3.1 3.4 35.9% 53.6% 9.2% 1.4% 3.24

Q11 先生は，いじめや生活・学習の問題について対応してくれる。 3.1 3.5 3.2 3.3 3.2 3.3 40.6% 48.0% 9.7% 1.7% 3.27

Q12 学校の施設・設備が充実している。 2.7 2.8 2.7 2.7 2.7 2.8 23.7% 36.6% 28.4% 11.3% 2.73
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3 保護者による評価  

 

 3.0 未満は太字・斜字  

平均値(右端)より 10％以上低い場合は赤字・太字・二重下線  

平均値(右端)より 10％以上高い場合は網掛・太字  

 

☆ 昨年度との比較(例：今年度の 2 年生のポイント－昨年度の 1 年生のポイント) 

0.3 ポイント以上の上昇項目(6 年は回答が少ないため除外) 

13 回生 4 年  Q6 グローバルな視点に基づき、真理探究につながる教育  

13 回生 4 年  Q14 この 1 年間で、子どもなりに成長した  

0.3 ポイント以下の下落項目(6 年は回答が少ないため除外) 

該当項目なし  

  

保護者による評価 1年 2年 3年 4年 5年 6年
4p
そう
思う

3p
ほぼ
そう
思う

2p
あまり
そう

思わない

1p
そう

思わない
平均

回答数 91 78 67 64 73 38 411

回答率 75.8 66.1 54.5 54.7 63.5 33.9 58.3

Q1  学校は、教育目標や教育方針をわかりやすく保護者に伝えている。 3.0 3.3 3.2 3.0 3.2 3.2 29.9% 56.9% 11.7% 1.5% 3.15

Q2  学校の教育目標や教育方針に賛同している。 3.4 3.5 3.4 3.2 3.4 3.5 46.7% 46.0% 7.3% 0.0% 3.39

Q3  学校は、十分な情報をBLEND、ホームページ等で伝えている。 3.0 3.3 3.5 3.1 3.2 3.4 36.7% 48.9% 12.9% 1.5% 3.21

Q4  学校は、子どもたちが安心して学べる環境づくりをしている。 3.0 3.3 3.3 3.1 3.4 3.4 39.2% 46.7% 11.7% 2.4% 3.23

Q5  学校は、子どもたちが主体的に取り組む教育活動を行っている。 3.4 3.6 3.7 3.3 3.6 3.7 60.8% 32.6% 6.3% 0.2% 3.54

Q6  学校は、グローバルな視点に基づき、真理探究につながる教育を
行っている。

3.1 3.4 3.5 3.2 3.2 3.4 42.3% 45.7% 10.2% 1.7% 3.29

Q7  教員は、わかる授業・生徒の学習意欲を引き出す授業に努めてい
る。

2.7 3.2 3.2 2.8 3.1 3.3 24.6% 53.8% 19.2% 2.4% 3.00

Q8 教員は，家庭連絡や保護者との意思疎通を図ろうと努めている。 2.6 3.2 3.1 2.8 2.9 3.2 26.3% 46.2% 22.9% 4.6% 2.94

Q9  教員は、子どもの悩みや健康について気を配り、子どものことを理解
しようと努めている。

2.7 3.3 3.2 2.8 3.0 3.4 28.0% 50.1% 18.7% 3.2% 3.03

Q10 教員は、子どもの努力や能力を適切に評価している。 3.0 3.3 3.1 3.1 3.0 3.4 26.8% 61.6% 10.2% 1.5% 3.14

Q11 子どもは、社会のルール・マナーを守り、生活習慣の基本が身につ
いている。

3.0 3.1 3.0 2.9 3.2 3.3 24.3% 59.9% 14.4% 1.5% 3.07

Q12 子どもは、学校にたくさんの友だちがいると言っている。 3.2 3.3 3.4 3.0 3.3 3.4 40.9% 45.7% 11.7% 1.7% 3.26

Q13 子どもは、主体的活動(生徒会、委員会、行事実行委員会、ASTA、
FIT、部活動等)に積極的に参加したり協力している。

2.8 3.1 3.1 3.0 3.1 3.3 36.0% 36.7% 22.4% 4.9% 3.04

Q14 この1年間で、子どもなりに成長したことが感じられる。 3.4 3.5 3.5 3.5 3.5 3.7 56.7% 35.8% 7.3% 0.2% 3.49
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4 教員による評価  

 

3.0 未満は太字・斜字  

平均値(右端)より 10％以上低い場合は赤字・太字・二重下線  

平均値(右端)より 10％以上高い場合は網掛・太字  

 

  

教員による評価 1 2 3 4 5 6
学務
部

生徒
部

研究
部

4p
そう
思う

3p
ほぼ
そう
思う

2p
あまり
そう

思わな
い

1p
そう

思わな
い

平均

回答数 4 2 3 4 4 4 5 4 5 35

回答率 80.0 40.0 60.0 80.0 80.0 80.0 100.0 80.0 100.0 77.8

Q1  管理職は職員に対し，教育目標，教育方針，学校運営等に関する考え方や
情報をオープンに伝えている。 4.0 3.5 3.7 3.3 3.8 3.8 4.0 3.8 3.6 71.4%28.6% 0.0% 0.0% 3.71

Q2  神戸大学の附属学校として，学校の運営(経営)戦略(SSH，適性検査改革，
高大接続等)は妥当である。 3.8 3.5 3.3 3.3 3.8 3.3 3.4 3.3 3.4 45.7%51.4% 2.9% 0.0% 3.43

Q3  教育実践研究に，熱心に取り組む教員が多い。 3.3 3.5 3.3 3.8 3.5 3.8 3.6 3.5 3.4 54.3%42.9% 2.9% 0.0% 3.51

Q4  校務運営に，熱心に取り組む教員が多い。 3.3 3.5 3.3 3.0 3.3 3.0 3.0 2.5 3.2 22.9%65.7% 8.6% 2.9% 3.09

Q5  校務運営，教育実践研究にあたって，会議等は適切に機能している。 3.0 3.5 2.7 2.8 3.3 3.5 3.0 3.5 3.2 28.6%57.1%14.3% 0.0% 3.14

Q6  校務運営にあたって，教員間の協議・協力関係は適切に機能している。 3.0 3.5 2.3 2.8 3.0 3.3 2.8 2.5 3.2 14.3%65.7%17.1% 2.9% 2.91

Q7  危機管理に関する教員の意識水準は妥当である。 2.8 3.0 2.0 2.5 2.5 2.5 2.6 2.5 2.6 5.7%42.9%51.4% 0.0% 2.54

Q8 神戸大学との連携・協力関係は，全体として進んでいる。 3.0 3.0 3.0 2.8 3.3 2.5 2.2 3.0 3.2 14.3%60.0%22.9% 2.9% 2.86

Q9 教育目標や目指す子ども像を意識して，教育活動に励むことができた。 3.3 3.5 3.7 3.0 3.8 3.5 3.4 3.3 3.6 48.6%45.7% 5.7% 0.0% 3.43

Q10 生徒に身に付けさせる資質･能力等を意識し，指導目標を立て教育活動を
行い，適切に評価することができた｡ 3.3 3.5 3.3 3.3 3.5 3.3 3.6 3.5 3.4 42.9%54.3% 2.9% 0.0% 3.40

Q11 積極的に授業実践や教育実践研究取り組み，進めることができた。 3.8 3.5 3.3 3.5 3.5 3.3 3.4 3.3 3.4 45.7%51.4% 2.9% 0.0% 3.43

Q12 自己の校務には，責任を持って取り組むことができた。 3.5 3.5 3.3 3.8 3.8 3.3 3.2 3.8 3.6 51.4%48.6% 0.0% 0.0% 3.51

Q13 校務運営にあたっては，他の教員と協力して参画できた。 3.5 3.5 3.3 3.5 3.8 3.8 3.2 3.3 3.4 45.7%54.3% 0.0% 0.0% 3.46

Q14 社会のルール・マナーを守ることを徹底させようと，生活指導に努めた。 3.5 3.5 3.3 2.8 3.3 2.8 2.6 3.5 3.2 28.6%57.1%11.4% 2.9% 3.11

Q15 わかる授業，学習意欲を喚起する授業づくりに努めた 3.8 3.5 3.3 3.0 3.8 3.5 3.2 3.5 3.4 48.6%45.7% 5.7% 0.0% 3.43

Q16 主体的活動(生徒会，委員会，行事実行委員会，ASTA，FIT，部活動等)
を，支援することができた。 3.5 4.0 3.7 3.0 3.5 3.0 3.2 3.5 3.2 42.9%48.6% 8.6% 0.0% 3.34

Q17 いじめなど生徒間の人間関係の把握に努め，個に応じた支援を行った。 3.8 3.0 3.7 3.0 3.3 3.0 3.0 3.3 3.6 37.1%54.3% 8.6% 0.0% 3.29

Q18 学校行事等を通して，自治，協同の精神を育むよう支援することができた。 3.3 3.5 3.3 3.3 3.5 3.5 3.2 3.3 3.6 40.0%57.1% 2.9% 0.0% 3.37

Q19 学校行事等にあたっては，事前準備や役割分担など他教員との協力体制
がとれた。 3.3 3.5 2.7 3.3 3.0 2.5 3.0 2.5 3.4 20.0%60.0%20.0% 0.0% 3.00

Q20 担当する教室・施設・設備等は，安全管理の視点から整理整頓できた。 3.8 3.0 3.3 2.8 3.5 3.0 3.2 3.5 3.2 34.3%57.1% 8.6% 0.0% 3.26

Q21 防災マニュアルや不審者対策，安全確保について，日常的に意識すること
ができた。 3.5 3.0 2.7 2.5 3.0 3.0 2.8 3.3 3.2 25.7%51.4%20.0% 2.9% 3.00

Q22 諸表簿の記入・整理・保管及び物品の管理について，規則に従い的確に
行った。

3.3 3.0 3.7 3.3 3.3 3.0 3.2 3.5 3.2 28.6%68.6% 2.9% 0.0% 3.26

Q23 他の教員や管理職に伝えるべき情報等について，速やかな伝達・報告を
行った。

3.5 3.5 3.7 3.8 3.8 3.5 3.2 3.3 3.8 54.3%45.7% 0.0% 0.0% 3.54

Q24 個人情報については，規則に従い適切に取り扱った。 4.0 3.5 3.7 3.3 3.5 3.3 3.4 4.0 3.6 57.1%42.9% 0.0% 0.0% 3.57

Q25 保護者との相互理解のため，必要な連絡や相談を適切に行った。 3.8 3.0 3.7 3.5 3.3 3.0 3.2 3.5 3.2 40.0%54.3% 5.7% 0.0% 3.34

Q26 教育実践研究や教育実習の指導を充実させることができた。 3.5 3.0 3.3 3.3 3.5 3.8 3.4 3.3 3.4 48.6%42.9% 8.6% 0.0% 3.40
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5 令和 6(2024)年度 ｢学校経営計画｣ 自己評価  
領

域  

 

テーマ  

方策等  

(下線部は新規内容) 

 

担当部署  

評

価  

学

習

指

導  

1 授 業 改 善 及 び 教 育

課 程  

教 育 課 程 委 員 会 (授 業 力 向 上 委 員 会 )を 中 心 に 授 業 改 善 及 び 教 育 課 程 の 編 成 に 取 組

む 。 授 業 評 価 を 実 施 し 、 全 教 科 ･科 目 の 評 価 平 均 3.0以 上 を 実 現 す る 。  

教 育 課 程 委 員 会 各

教 科  

B 

2 Kobeﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ  Kobeポ ー ト イ ン テ リ ジ ェ ン ス プ ロ ジ ェ ク ト の 評 価 に つ い て 検 討 を 進 め る 。  研 究 部  B 
3 ICT機 器 を 利 用 す

る 教 育  

ICT機 器 を 利 用 し 、 ロ ッ カ ー 利 用 を 前 提 と し な い 教 育 活 動 へ の 移 行 を 検 討 す る 。  ICT教 育 推 進 室  

各 教 科  

B 

4 協 同 学 習  協 同 学 習 に つ い て SSH事 業 と 連 携 す る 。 主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い 学 び を 実 現 す る 柱

と し て 理 論 的 に 整 理 す る 。  

研 究 部  

SS推 進 室  

B 

生

徒

指

導  

5 生 徒 の 主 体 的 活 動  生 徒 会 執 行 部 の 活 動 及 び 生 徒 に よ る 諸 行 事 (文 化 祭 ・ 体 育 祭 ・ 音 楽 祭 等 )を 支 援 す

る 。  

生 徒 部  

各 学 年  

A 

6 宿 泊 行 事  学 習 指 導 要 領 の 趣 旨 に 則 り 、 勤 務 の 適 正 化 に 資 す る 宿 泊 行 事 を 検 討 す る 。  行 事 検 討 委 員 会  B 
7 部 活 動 ・ 諸 活 動  生 徒 の 主 体 性 ・ 自 治 を 確 保 し つ つ 、 休 日 等 の 活 動 の 学 校 管 理 外 活 動 へ の 移 行 の 準

備 を 進 め る 。  

生 徒 部  

各 部 顧 問  

B 

8 生 活 指 導  シ テ ィ ズ ン シ ッ プ 、 倫 理 観 、 人 権 意 識 、 自 尊 心 及 び 公 共 心 の 育 成 に 関 し 、 ｢互 い

を 認 め あ う ｣意 識 を 道 徳 、 HR、 ｢公 共 ｣等 を 通 じ て 、 組 織 的 な 教 育 を 行 う 。  

生 徒 部 、 各 学 年  

公 民 科 (社 会 科 ) 

B 

9 教 育 相 談  ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー と 連 携 し た 教 育 相 談 事 業 を 継 続 す る 。  教 育 相 談 委 員 会  A 
10 生 徒 福 利  前 年 度 か ら 計 画 を 進 め て い る Learners’Agola2期 工 事 、 購 買 部 移 転 の 実 施 に よ

る 教 育 環 境 整 備 を 推 進 す る 。  

企 画 調 整 委 員 会  

生 徒 部  

A 

進

路

指

導  

11 進 路 指 導  大 学 入 学 者 選 抜 情 報 を 収 集 し 、 進 路 指 導 に 関 す る 情 報 共 有 を 行 う 。 進 路 指 導 体 制

の 組 織 化 を 進 め 、 特 別 選 抜 と と も に 一 般 選 抜 で 合 格 で き る 実 力 を 育 成 す る 。  

学 務 部 、 各 学 年  

各 教 科  

B 

12 進 路 広 報  進 路 情 報 の 公 開 を 継 続 す る と 共 に 、 学 年 保 護 者 会 等 を 通 し て 、 前 期 課 程 も 含 め た

生 徒 ・ 保 護 者 へ の 進 路 広 報 活 動 を 強 化 す る 。  

学 務 部  

各 学 年  

A 

研

究

開

発  

13 キ ャ リ ア 教 育  神 戸 大 学 day、 イ ン タ ー ン シ ッ プ 等 を 実 施 し 、 神 戸 大 学 と の 連 携 を 強 化 す る 。  研 究 部  A 
14 SSH SSH事 業 第 1期 5年 次 を 迎 え 、 第 1期 の 総 括 を 行 う と と も に 、 第 2期 申 請 へ の 準 備

を 進 め る 。  

SS推 進 室  A 

15 国 内 ･海 外 研 修  国 内 研 修 及 び 海 外 研 修 の 在 り 方 を 検 討 す る 。  SS推 進 室  B 
16 ユ ネ ス コ ス ク ー

ル  

SDGｓ の 視 点 を 強 化 し 、 SSH事 業 と も 連 携 し つ つ 、 ｢ESD｣等 の ユ ネ ス コ ス ク ー ル

の 取 組 を 継 続 発 展 さ せ る 。 教 科 で も SDGｓ を 意 識 し た 取 組 を 進 め る 。  

SS推 進 室  

各 教 科  

B 

17 研 究 活 動  授 業 研 究 会 と SSH報 告 会 の １ 日 開 催 を 継 続 す る 。 科 研 費 基 盤 研 究 へ の 申 請 を め ざ

す 。  

研 究 部  

SS推 進 室  

A 

危 機

管 理  

18 安 全 管 理 安 全 教

育  

防 災 ・ 減 災 意 識 を 徹 底 す る 。 ア レ ル ギ ー 対 応 、 教 員 研 修 の 改 善 、 生 徒 対 象 の 感 染

症 対 策 、 防 犯 ・ 防 災 ・ 衛 生 教 育 を 行 う 。  

安 全 対 策 委 員 会  B 

19 情 報 管 理 ・ 運 用  個 人 情 報 保 護 の 研 修 を 行 う 。 必 要 な ICT機 器 整 備 を 行 う 。 ホ ー ム ペ ー ジ を 円 滑 に

運 用 す る 。 統 合 型 校 務 支 援 シ ス テ ム を 円 滑 に 運 用 す る 。  

CT教 育 推 進 室  B 

20 施 設 整 備  予 算 縮 減 化 の 中 、 学 習 環 境 整 備 、 空 調 管 理 、 ICT教 育 環 境 に つ い て 検 討 す る 。  企 画 調 整 委 員 会  B 

 

 

学

校

運

営  

21 学 校 評 議 員 会  学 校 評 議 員 会 の 学 校 運 営 協 議 会 (コ ミ ュ ニ テ ィ ス ク ー ル )へ の 改 組 に つ い て 、 神 戸

大 学 及 び 附 属 学 校 部 と 協 議 し な が ら 検 討 を 進 め る 。  

管 理 職  B 

22 人 事 計 画  在 籍 出 向 制 度 、 長 期 研 修 制 派 遣 制 度 な ど 附 属 学 校 部 と 協 議 し 、 進 め る 。  管 理 職  A 
23 同 僚 性 構 築  教 育 実 務 向 上 、 ハ ラ ス メ ン ト 対 策 等 の 研 修 を 実 施 す る 。 同 僚 性 を 高 め る 場 と し

て 、 相 互 理 解 、 合 意 形 成 の 場 を 確 保 し 、 校 内 の 授 業 公 開 等 を 活 用 す る 。  

研 究 部  

ﾊﾗｽﾒﾝﾄ相 談 員  

B 

24 財 政 措 置  予 算 急 減 に 対 応 す る た め 、 借 入 金 を 検 討 す る と と も に 、 緊 縮 財 政 を 徹 底 す る 。 教

育 後 援 会 の 協 力 を 得 る と と も に 、 附 属 学 校 部 基 金 の 運 用 を 開 始 す る 。  

管 理 職  

事 務 室  

B 

25 勤 務 の 適 正 化  ｢働 き 方 改 革｣の 提 言 に 基 づ き 、 勤 務 の 適 正 化 を 進 め る 。 労 働 時 間 管 理 シ ス テ ム の

導 入 に よ り 、 勤 務 時 間 管 理 を 進 め る 。  

管 理 職  

事 務 室  

B 

26 保 護 者 対 応  学 年 保 護 者 会 の PTA共 催 方 式 を 継 続 す る 。 PTSAの 活 動 を 推 進 す る と と も に 、 保

護 者 と 学 校 が 情 報 共 有 で き る よ う 工 夫 す る 。 PTSA開 催 を 継 続 す る 。  

総 務 担 当  

生 徒 部 、 各 学 年  

A 

27 適 性 検 査 広 報  広 報 活 動 の あ り 方 を 検 討 す る 。 新 た な 適 性 検 査 の 実 施 に 向 け て 準 備 を 進 め る 。  入 検 査 進 室  B 
大

学

連

携  

28 高 大 連 携  み ら い 開 拓 人 材 育 成 セ ン タ ー と の 連 携 を 進 め る 。  

SSH事 業 に お い て 管 理 機 関 で あ る 大 学 と の 連 携 を 強 化 す る 。  

SS推 進 室  

高 大 接 続 委 員 会  

B 

29 一 貫 教 育  小 学 校 と の 連 携 事 業 (教 育 活 動 、 適 性 検 査 等 )に つ い て 検 討 す る 。  小 中 連 携 委 員 会  B 

 


